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生駒市の景観の現状と課題 「都市景観形成ガイドプラン」の類型をもとに、景観の現状（主に計画以後の変化等）と、課題について整理した。 

景観の分類と主な写真 （１）景観の現状 
（２）現行計画以後の 

主な取り組み 

（３）景観の現状 ・変化の背景 （４）景観形成上の 

課題 「暮らし」の変化 「活動」の進展 

自
然
景
観 

１
．
山
麓

・
丘
陵 

 
生駒山上からの眺め 

 
矢田丘陵 

●骨格としての景観を維持 

山麓・丘陵部の開発が進展した

が、本市の骨格としての景観は維

持されてきた（開発用地も少なく

なり、開発事業がほぼ収束しつつ

ある） 

●自然環境の劣化が進行 

森林の大半を占める二次林の管

理が行き届かなくなり、竹林の拡

大など自然環境の劣化が進行し

ている 

●法規制による保全 

自然公園（金剛生駒紀泉国定公

園）、近郊緑地保全区域、風致地

区、環境保全地区・景観保全地区

の指定による保全を図ってきた 

●レクリエーション拠点の整備 

生駒山麓公園や矢田丘陵遊歩道

の整備など、自然が楽しめるレク

リエーション拠点としての整備

を進めてきた 

 

●山林と暮らしの関わ

りが希薄化 

山林所有者が高齢化、

維持・管理が困難にな

りつつあり、不在地主

も増加している 

●市民による山麓保全

の活動 

市民が主体となった

山麓保全の活動（い

こま里山クラブな

ど）が見られる 

■自然景観を支える担

い手づくり・しくみづ

くり 

市民からも重要と認

識されており、その維

持・保全が必要である

が、大半が法などによ

り開発からは保全され

ている 

その一方、自然と暮

らしの関わりが希薄化

しており、その担い手

づくり・支える仕組み

づくりが課題である

（個々の活動はあるも

ののそれらでは十分手

が届かない） 

２
．
水
辺 

 
富雄川 

 
くろんど池 

●河川が骨格としての景観を形成 

谷筋を流れる河川は親水空間の

整備が主に進められ、山麓・丘陵

とあわせて骨格となる景観を形

成してきた 

●雑草の繁茂や不法投棄等が散見 

河川や市内に点在するため池で

は、雑草の繁茂や不法投棄などが

見られる 

●河川整備等の進展 

富雄川・竜田川を中心に護岸の整

備・親水空間の整備などを順次実

施（主に県） 

富雄川（コスモス）、東生駒川（ア

ジサイ）、竜田川（桜街道）など、

河川沿いの花の植栽事業を実施 

●レクリエーション的
活用が進展 
北部のくろんど池周
辺など、整備が進んだ
水辺では、市民の憩い
の場としての利用が
進む 

●水辺と暮らしの関わ
りが希薄化 
一部農地への利水が
なされているものの、
水辺と生活との接点
が薄れつつある 

●地域での清掃活動 

地域団体が主体とな

った河川の清掃活動

などで維持・保全に

取 り 組 ん で い る

（県・地域が育む川

づくり事業） 

田
園
景
観 

３
．
田
園 

 
高山地区の田園風景 

 
西畑地区の田園風景 

●北部を中心に良好な田園景観を

形成 

市街化調整区域を中心に、農地や

河川・ため池と里山、集落とが一

体となった田園景観を形成 

茶筌の里に代表される昔ながら

の生活がうかがえる特徴的な街

並みを形成 

●資材置き場などが点在 

農地が転用され、資材置き場等に

なるケースも見られる 

●営農による保全 

地域住民の営農により田園景観

が保全 

●農業基盤整備の進展 

北部の農業振興地域を中心にほ

場整備などの農業基盤整備が進

展 

 

●農業の跡継ぎの不在 
農家の跡継ぎの不在、
担い手の減少により
不耕作地も増加、農地
が維持できなくなる
おそれも 

●都市化に伴う営農環
境の悪化 
都市化が進み、水質の
悪化やゴミ捨ての増
加など、営農環境の悪
化で農業の継続が難
しくなるケースも見
受けられる 

●地域住民等による棚

田保全活動 

地域住民、市民、大

学生などによる棚田

保全活動が進められ

ている（西畑棚田を

守る会、いこま棚田

クラブなど） 

■田園景観の価値の発

掘・共有 

生駒市の魅力ある景

観として田園景観の価

値を発掘し、広く共有

していく必要がある 

 

■田園景観を支える担

い手づくり・しくみづ

くり 

農業の担い手は兼業

農家が多く、また高齢

化・後継者不足も顕在

化しつつあり、その担

い手づくり・支える仕

組みづくりが課題であ

る（個々の活動はある

もののそれらでは十分

手が届かない） 

４
．
近
郊
緑
地 

 
市街地内の竹林 

 
河川沿いの樹林地 

●斜面地等を中心に緑が残存する

も、面積は減少 

市街地を取り巻く形で斜面地や

河川沿い等を中心に緑が残るが、

宅地開発等が進みその量は減少 

 

●緑地の保全制度の創設 

H16 年度に緑の基本計画を取りま

とめ、樹林地バンク制度や市民の

森事業といった保全の制度づく

りに取り組むが、具体的な適用は

これから 

●管理の行き届かない

緑地の増加 

所有者の高齢化・不在

地主化で管理が行き

届かない緑地が増え

ている 

●住宅地周辺の身近な
緑地の保全活動 
市民による緑地保全
活動が見られる 
例：ECOKA 委員会―
市管理の緑地につい
て環境に対する住民
意識の高まりから、
住民自らの手で緑地
の管理（下草刈り、間
伐、植樹など）を進め
ている 

５
．
歴
史
文
化 

 
宝山寺の参道の街並み 

 
暗越奈良街道沿いの街並み 

●昔ながらの街並み景観を形成 
暗越奈良街道沿いや、宝山寺の門
前など、歴史・文化を今に伝える
街並み景観が見られる 

●農村集落の街並み景観が点在 
谷筋や山裾を中心に農村集落の
街並みが点在し、特徴ある意匠の
家屋などが見られる 

●参拝、祭りや行事などの継承 
寺社における参拝、祭りや行事な
どが脈々と息づいている 

●歴史文化の発信、学習機会の提

供、PR など 

地域の歴史・文化の発信、郷土学

習を通じた学習の機会づくりな

どに取り組む 

●生活の変化に伴う街
並みの変化 
かつて人の往来でに
ぎわいを見せた門前
町などが、生活様式の
変化に伴い衰退し、空
き店舗などが増えて
いる 
居住者の世代交代が
進み、建て替え・建て
増しで街並みが変化
している 

●歴史に着目した学習

活動 

歴史の学習・講義や、

歴史ウォークなどを

行う市民活動が見ら

れる（生駒民俗会、

生駒歴史地理の会、

あゆみの会など） 

資料２ 
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景観の分類と主な写真 （１）景観の現状 
（２）現行計画以後の 

主な取り組み 

（３）景観の現状 ・変化の背景 （４）景観形成上の 

課題 「暮らし」の変化 「活動」の進展 

市
街
地
景
観 

６
．
住
宅
地 

（１）旧村の街並み 

 
旧村の街並み（小瀬町） 

 

 
旧村の街並み（萩原町） 

●昔ながらの門構え・家並みが街並

みを形成 

昔からの民家や塀、特徴ある植栽

が街並みを形成している 

●建て替えの進行による街並みの

変化 

建て替えにより街並みが変化し、

新旧の建物が混在している 

●空き家の点在 

空き家が点在するところもある 

 ●居住者の高齢化、地域

コミュニティのつなが

りの弱体化による景観

の維持・管理の難しさ 

旧村や昭和 50 年代以

前の住宅地を中心に

居住者の高齢化、世帯

分離が進むほか、利便

性の高い駅前などに

転出するケースも見

受けられる 

居住者の減少が地域

コミュニティのつな

がりの弱体化を招き、

空き家なども増加し、

身近な景観の維持・管

理が難しくなってい

るところもある 

 

●地域コミュニティで

の交流活動 

旧集落のコミュニテ

ィ活動や新旧住民の

交流活動など、地域

コミュニティを活性

化するための活動が

行われている 

 

●戸建て住宅地での魅

力アップの活動 

住宅地や学校、道路

沿道などでの花いっ

ぱい活動、美化・清

掃活動の広がりが見

られる 

緑の基本計画をきっ

かけとした.花好

き・自然好き市民交

流サロンなどの活動

が広がっている 

 

※住宅地の形成時期に

応じた景観形成の方策

の検討 

住宅地が形成された

時期によって景観上の

特徴も類似し、抱えて

いる課題も共通してお

り、それに即した対応

策を考える必要がある 

 

主に（１）～（３） 

■空き家・空き地の増

加、建て替えによる敷

地の細分化など、まち

なみの変化への対応 

空き家・空き地の増

加や建て替えなどが発

生し、まちなみが変化

している 

地区計画等も導入さ

れているが、より柔軟

に変化に対応するため

の方策が課題である 

 

■街並みを維持するコ

ミュニティのつながり

づくり 

居住者の高齢化など

によりコミュニティの

つながりが弱くなって

おり、どう対処するか 

 

 

主に（４）～（５） 

■身近な景観の維持・

管理の担い手づくり・

しくみづくり 

住宅地の身近な景観

を今後維持・管理して

いくための担い手づく

り・しくみづくりが課

題である 

地区計画も導入され

て（あらかじめ）守ら

れているが、それをど

う育てる取り組みへと

発展させるか 

 

 

（２）昭和 30～40 年代の戸建て 

 
戸建て住宅地の街並み（東生駒） 

住宅地の街並み 

 
戸建て住宅地の街並み（生駒台） 

●緑豊かなゆとりある戸建て住宅

地の街並み景観を形成 

敷地面積が大きく、自然石の生垣

やボリュームのある植栽により

ゆとりある整った街並みが見ら

れる 

●敷地の細分化・建て替えの進行 

敷地が細分化される、建て替えら

れるケースが見られる 

●空き家の点在 

空き家が点在するところもある 

●地区計画による誘導 

住宅地の面的開発に際して地区

計画を導入、街並みを誘導 

（現行計画以後の住宅地での指

定：生駒台、光陽台、東山、西白

庭台、南山手台、美鹿の台、上町

台、東生駒１丁目） 

東生駒１丁目では、敷地の細分

化・建て替えといった街並みの変

化に対応して地区計画を導入 

 

●花と緑のまちづくりの支援 

住宅地での身近なテーマとして

花と緑のまちづくりを推進 

H19 年「生駒市みどりの基金」を

創設、「生垣設置助成制度」「花と

緑のわがまちづくり助成制度」

「花と緑の景観まちづくりコン

テスト」などを実施 

人材育成事業として「花とみどり

の楽校」を実施 

 

●高度地区等による住環境の保全 

全市に高度地区を導入し、住環境

の保全に取り組む 

市の宅地等開発行為に関する指

導要綱等により良好な開発とな

るよう誘導（緑化など） 

（３）昭和 50～60 年代の戸建て 

 
戸建て住宅地の街並み（萩の台） 

住宅地の街並み 

 
戸建て住宅地の街並み（喜里が丘） 

●緑豊かなゆとりある戸建て住宅

地の街並み景観を形成 

緑も成長し、ゆとりある整った街

並みが見られる 

●空き家の点在 

高齢化の進行により空き家が点

在するところもある 

（４）平成以降の戸建て住宅地 

 
戸建て住宅地の街並み（西白庭台） 

 

 
戸建て住宅地の街並み（南山手台） 

●整った戸建て住宅地の街並み景

観を形成 

オープン外構を基本とした、統一

的な戸建て住宅の街並みが見ら

れる 

●空き地の点在 

未分譲の空き地が点在するとこ

ろもある 

 

－ 

地区計画が導入され、

一定の保全が（あらか

じめ）図られている住

宅地も多い 

これからどのように

身近な景観を維持・管

理していくかを考え

ていく必要がある 

（５）集合住宅地 

 
集合住宅の街並み（山崎町） 

 

 
集合住宅の街並み（白庭台） 

●駅近傍でのマンションの立地 

駅近傍を中心にマンションの立

地が進み、高層の街並みが出現し

ている 
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景観の分類と主な写真 （１）景観の現状 
（２）現行計画以後の 

主な取り組み 

（３）景観の現状 ・変化の背景 （４）景観形成上の 

課題 「暮らし」の変化 「活動」の進展 

７
．
拠
点
地
区 

（１）駅周辺・学研地区 

 
生駒駅周辺 

 

 
白庭台駅周辺 

●顔となる拠点景観の形成 

駅前や学研高山地区を中心に顔

となる整った市街地景観が形成

されている 

（今後、北生駒駅前北口第２地区

の再開発が予定） 

●駅前の市街地整備と地区計画等

による誘導 

生駒駅前北口第１地区市街地再

開発事業の進展と景観形成地区

の指定、近鉄けいはんな線整備に

よる駅前の拠点整備の進展 

●学研都市の面的整備 

高山サイエンスプラザの整備、企

業・大学立地が進展 

●自動車交通の主流化

を背景に拠点地区の活

力低下 

自動車交通による郊

外型店舗での買い物

活動が定着し、中心市

街地での買い物行動

が減少している 

●各種事業者による景

観の配慮 

事業実施時とあわせ

て、意匠の配慮や緑

化など、事業者によ

る景観配慮の取り組

みが見られる 

■拠点地区における景

観の誘導 

今後駅前などを中心

に開発が予定されてお

り、ふさわしい景観と

なるよう誘導を図る必

要がある 

 

■商業活動と景観形成

のバランス 

拠点としてにぎわ

い・活気ある景観を創

っていく必要がある

が、周辺との調和や市

のイメージとの調和な

ども求められ、あり方

を考える必要 

（２）商店街 

 
生駒駅前商店街 

 

 
参道筋商店街 

●人が行き交うにぎわいある景観

の形成 

生駒駅に接続して商店が軒を連

ね、人が行き交うにぎわいある景

観が形成されている 

●商店街の活性化に向けた支援等 

商業政策による商店街活性化に

向けた支援等の実施 

●中心市街地の商店街

の活動 

生駒駅前商店街の

100 円商店街やバス

ケットでの花かざり

など、にぎわいやう

るおいを生み出す商

店街の積極的な活動

が見られる 

８
．
幹
線
道
路
沿
道 

 
国道 168 号沿道（辻町付近） 

 
国道 168 号沿道（中菜畑付近） 

●道路整備が進展 

幹線道路の整備に伴い、沿道の店

舗立地等の土地利用が進行して

いる 

●沿道景観の混乱が発生 

中には沿道景観の混乱（屋外広告

物の乱立、過度な色彩の建築物の

立地など）が見られる 

 

●幹線道路の整備 

第２阪奈道路などの幹線道路網

の整備、カラー舗装・無電柱化な

どの推進 

●奈良県屋外広告物条例による沿

道景観の誘導 

許認可や違反広告物の除却を実

施 

●奈良県景観計画による沿道景観

の誘導 

広域幹線沿道地区（国道 168 号・

163 号、阪奈道路、枚方大和郡山

線）沿道の大規模建築物等の誘導 

●都市サインの整備 

都市サインガイドラインに基づ

いた分かりやすく景観にマッチ

した案内サインの整備 

●自動車交通の主流化

を背景にロードサイド

型店舗の立地が進展 

斜面地が多いことも

あって自動車が主体

の交通体系となり、行

動が広域化、幹線道路

沿道でのロードサイ

ド型店舗の立地が進

展している 

●アドプト活動など清

掃・美化活動 

道路沿道での美化活

動が進展している 

■沿道景観の誘導 

これまで奈良県の景

観計画・屋外広告物条

例に則した誘導を行っ

てきた 

生駒市にふさわしい

あり方を改めて考えて

いく必要 

 

 

 

 


